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飼料給与量の違いがアグー繁殖育成豚の発育に及ぼす影響 

 

普照恭多  伊佐常暢  平良祥  片桐慶人  

  

Ⅰ 要  約 

 

沖縄アグー豚（以下アグー）の繁殖育成豚について，飼料給与量の違いや性差が発育や背脂肪厚の発

達に及ぼす影響について調査した。試験は，沖縄県畜産研究センター(以下，当センターとする)内豚舎

で 2021 年 12 月から 2022 年 3 月に行い，アグー繁殖育成豚 9 頭（雌 6 頭，雄 3 頭）を用いた。試験 1 で

は市販飼料を通常給与した基準区（雌 3 頭），多給した多給区（雌 3 頭）を設け，試験 2 では市販飼料を

多給した雄区（雄 3 頭）と雌区（3 頭，試験 1 同一個体）を設けた。 

１．試験 1 では，体重は多給区が基準区より重くなる傾向（P＜0.09）にあった。背脂肪厚は多給区が基

準区より厚くなったが有意差はなかった。 

２．試験 2 では，体重に有意差はなく，背脂肪厚は雄区が雌区より厚くなる傾向（P＜0.1）にあった。 

以上のことから，アグー繁殖育成豚において飼料給与量を増加させると，雌の増体性が向上すること

が示唆され，雄では雌と同等の増体性だが，背脂肪厚が厚くなることが示唆された。 

 

Ⅱ 緒  言 

 

 アグーは日本唯一の在来豚で，現在沖縄県内に約 700 頭が飼養されている１）。アグーは西洋品種に比

べて，発育が遅く２），小型である３）ため，日本飼養標準豚４）に準拠した飼料給与ではなく，沖縄県アグ

ーブランド豚推進協議会より発行された飼養管理マニュアル５）を基に飼料給与されている。最適な増体

に基づく適正な給与水準については十分に明らかにされていないが，マニュアルにおける繁殖育成豚の

飼料給与例は，約 40kg から種豚飼育用配合飼料を雄 1.5kg，雌 1.0kg を基本量に，個体毎の発育状況に

応じて給与量を増減すると記載されている。また，アグーの発育試験は大城ら６）や當眞ら７，８）が行って

いるが，飼料給与量に着目した知見は少ない。飼料摂取量は増体，肉質，繁殖成績等に影響し９～１１），過

剰な摂取や過度の制限は過肥や繁殖障害をきたす４，１２）とされており，適切な飼料摂取量が適正な発育

に繋がることから，アグーにおいても適正な飼料給与量の検討が必要である。そこで本研究では，アグ

ーの繁殖育成豚について，飼料給与量の違いや性差が発育や背脂肪厚の発達に及ぼす影響について調査

した。 

 

Ⅲ 材料および方法 

 

１．試験期間，場所および供試豚  

2021 年 12 月 15 日から 2022 年 3 月 9 日にかけて沖縄県畜産研究センター内豚舎で，試験を行った。

供試豚は当センターにて 2021 年 9 月に産まれたアグー雌 6 頭，雄 3 頭（2 腹）を用いた。 

２．給与飼料 

供試飼料成分を表 1 に示した。 

 

表１　供試した飼料の成分組成

区　分 成分割合(％) 区　分 成分割合(％)
TDN 72.0 粗灰分 10.0
粗タンパク質 13.0 Ca 0.70
粗脂肪 1.5 P 0.55
粗繊維 9.0

注)供試飼料は種豚飼育用配合飼料  
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３．試験区分および飼養管理 

試験１：飼料給与量の違いがアグー繁殖育成雌豚の発育に及ぼす影響 

試験区分と飼料給与量を表 2 に示した。試験は 14～26 週齢の期間で実施し，試験区分は 14～18 週齢

に 1.3kg/日，18～22 週齢に 1.5kg/日，22～26 週齢に 1.7kg/日飼料給与した基準区，14～18 週齢に 1.5kg/

日，18～22 週齢に 1.7kg/日，22～26 週齢に 1.9kg/日飼料給与した多給区とした。当センター内 2 豚房

(1 豚房：2.7 m×2.7 m＝7.29 ㎡)で 3 頭ずつ飼養した。自由飲水，飼料は朝，夕 2 回の制限給餌とし，

その他の管理は当センターの通常管理とした。 

 

表２　試験区分と飼料給与量(試験1)

性別 頭数 14～18週齢 18～22週齢 22～26週齢
基準区 雌 3 1.3 1.5 1.7
多給区 雌 3 1.5 1.7 1.9

試験区分
群編成 配合飼料給与量(㎏/日，1頭あたり)

 

 

試験２：飼料を多給給与したアグー繁殖育成豚における性差の比較 

試験区分と飼料給与量を表 3 に示した。試験は 14～26 週齢の期間で実施し，供試飼料は試験 1 と同

様の多給区の給与量とした。当センター内 2 豚房(1 豚房：2.7 m×2.7 m＝7.29 ㎡)で雄，雌 3 頭ずつ飼

養した。自由飲水，飼料は朝，夕 2 回の制限給餌とし，その他の管理は当センターの通常管理とした。 

 

表３　試験区分と飼料給与量(試験2)

性別 頭数 14～18週齢 18～22週齢 22～26週齢
雄区 雄 3 1.5 1.7 1.9
雌区 雌 3 1.5 1.7 1.9

試験区分
群編成 配合飼料給与量(㎏/日，1頭あたり)

 

 

４．調査項目および方法 

調査項目は体重，総飼料摂取量，DG，飼料要求率および背脂肪厚とした。体重測定は試験開始から試

験終了まで 1 週間隔で測定した。総飼料摂取量は飼料給与量から残飼量を差し引いた値とした。背脂肪

厚は試験開始から試験終了まで 1 週間隔でエニースキャン BF（グローバルピッグファーム株式会社，日

本）を用いて，P2 点背脂肪厚測定法で測定した。 

５．統計処理 

 統計処理は，t 検定により両区間で比較した。 

 

Ⅳ 結果および考察 

 

試験 1 の結果を表 4 に，体重および背脂肪厚の推移を図 1 に示した。本試験の基準区における試験終

了時体重は 66.8kg と，當眞ら７）の報告にある 67.4kg と同等の結果となったことから，概ね正常に発

育したものと考えられる。いっぽう，多給区は試験開始 17 週齢あたりから基準区と差がみえはじめ，

試験終了時は 71.5kg と基準区に比べ重くなる傾向がみられた（P＜0.09）。これは，多給区が基準区に

比べ総飼料摂取量が多く，DG が高まったことが要因と考えられる。しかし，飼料要求率は多給区と基

準区に有意差はなく，筆者ら１３）の先行研究と同様の結果となった。背脂肪厚は両区とも試験開始時よ

りも増加し，基準区で 3 ㎜程度，多給区で 5.5 ㎜程度増加したが，両区に有意差はなかった。基準区は

試験開始 22 週齢以降，多給区は 16～21 週齢と 23 週齢以降で増加する傾向がみられ，これは飼料給与

量の増加に連動しているものと考えられた。脂肪の蓄積は，品種での差異があり，蓄積されるタンパク
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質と脂肪の割合は発育ステージにより変化し，一般的に発育ステージが進むにつれて増体に占める脂肪

蓄積割合も大きくなる４）。アグーは増体に占める脂肪蓄積の割合が多いと考えられ，飼料給与量の増加

に伴い摂取エネルギーが増加し，脂肪蓄積に利用されることで背脂肪厚の増加に繋がったと推察され

る。また，當眞ら７）や筆者ら１３）はアグー繁殖育成雌豚において 13～16 週齢以降に 1.3kg/日で制限給

餌すると背脂肪厚の発達が抑制されると報告しており，背脂肪の発達を抑制する場合は，1.3kg/日の制

限給餌が有効だと考えられる。しかし，制限給餌によって脂肪の蓄積は避けられるが，繁殖供用までの

飼養日数が長くなることが考えられる。また，アグーにおける繁殖供用豚の標準的な背脂肪厚は明らか

になっていないことから，繁殖性や発育との関連性の検証を重ねていくことが重要と考えられる。 

 

表４ アグー繁殖育成雌豚への飼料給与量の違いが発育に及ぼす影響(試験1)　

調査項目 基準区 多給区 有意差

開始体重(kg) 38.2±3.2 38.7±2.8 ns

終了時体重(kg) 66.8±2.7 71.5±2.3 ns

総飼料摂取量(kg) 127.6 144.4

DG（g/日） 341.3±11.9 390.9±15.0 *

飼料要求率  4.5±0.2  4.4±0.2 ns

開始背脂肪厚(mm) 18.0±1.8 17.7±1.9 ns

終了時背脂肪厚(mm) 20.8±3.7 23.3±2.4 ns

注1）ns：有意差なし

　2） *：試験区間で有意差あり（P<0.05）  
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図１ 体重と背脂肪厚の推移（試験 1） 

 

 試験 2 の結果を表 5 に，体重および背脂肪厚の推移を図 2 に示した。本試験の雄区における試験終了

時体重は 72.7kg と，當眞ら８）の報告の 67.3kg よりも重く，同条件で飼養した雌区に比べても重かっ

たが有意差はなかった。総飼料摂取量，DG，飼料要求率は両区とも同程度で有意差はなかった。 背脂

肪厚は両区とも試験開始時よりも増加し，雄区で 8 ㎜程度，雌区で 5.5 ㎜程度増加し，雄区が雌区に比

べ厚くなる傾向がみられた（P＜0.1）。雄区の背脂肪厚は試験開始 15～17 週目と 20 週目以降で増加す

る傾向がみられ，雌区は試験開始 16～21 週目と 23 週目以降で増加する傾向がみられたが，試験後半に

あたる 20 週齢以降の背脂肪厚の増加量は，雌区より雄区が顕著な増加がみられた。脂肪厚について，

一般的な雄の肥育豚では制限給餌，不断給餌に関わらず雌および去勢と比べ脂肪厚は薄いとされる４）

が，子豚育成期に脂肪の付着を多くするような栄養管理を行うと，仕上げ段階に制限給餌をしても厚脂

になる可能性が高くなる４）ともされている。本試験に供試した雄区の開始背脂肪厚は、雌区と比べ厚
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く、子豚期の栄養管理が，本試験の背脂肪厚の増加に影響した可能性が考えられる。一般的な種雄豚の

育成時期における最適な増体は十分に明らかとなっていないが，育成期の発育が良好な個体ほど精巣の

発育や精子発生が早いとされる４）。いっぽう，過肥の個体は交尾欲不振や後肢への負担増大，発育不良

の個体は精子発生の遅れや精液性状が劣るとされる４）。これらのことから，アグーにおいても乗駕意欲

や精液性状が安定した種雄豚の生産を目的に，引き続き子豚期および繁殖育成雄豚の最適な飼料給与量

および栄養水準を検討していくことが重要である。 

 

表５ アグー繁殖育成豚へ飼料を多給与した場合の性差の比較(試験2)

調査項目 雄区 雌区 有意差

開始体重(kg) 38.2±0.5 38.7±2.8 ns

終了時体重(kg) 72.7±2.8 71.5±2.3 ns

総飼料摂取量(kg) 144.6 144.4

DG（g/日） 410.7±27.3 390.9±15.0 ns

飼料要求率  4.2±0.3  4.4±0.2 ns

開始背脂肪厚(mm) 19.0±1.3 17.7±1.9 ns

終了時背脂肪厚(mm) 26.7±1.3 23.3±2.4 ns

注）ns：有意差なし  
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図２ 体重と背脂肪厚の推移（試験 2） 
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